
JAXA宇宙研プリプロジェクト候補チームとしてメーカーと概念検討を実施中
l 主に光学設計、および熱・構造の成⽴性について検討中
l コスト削減のため、⾚外線検出器(H1RG)の個数の削減案も並⾏して検討中

【現在の構成】
・４つの検出機で４バンド同時撮像
・可視1バンド + 近⾚外3バンド
・H1RG×3 が⾼額

【改訂案】
ケスタープリズムで近⾚外線チャン
ネルを4分割し、1つのH1RGで受ける

近⾚外線チャンネルの
3バンド同時撮像には、
3つのH1RGが必要(⾼額)

(メリット)
・検出器数削減(コスト削減)
・近⾚外線観測バンド数増
(デメリット)
・視野縮⼩
・プリズムの製作実現性

ダウンセレクション(12⽉)・ミッション定義審査(来年度)を経てプロジェクト化を⽬指す


